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「伝える」ということ     
自分が選手だった時は、訓練で作成した課題を分析し、
指導員のアドバイスを聞きながら、精度とスピードを
上げていくために日々努力することで精一杯でした。 
          今は自らの経験や知識を選手に 
          伝えることが役割なのですが、 
          その難しさを改めて感じていま 
          す。目指すレベルは高く、簡単 
          にステップＵＰして行きません 
          が、選手には成長の中で是非、 
          達成感を体験して欲しいと考え 
          ています。 

「目標」を掲げ「基本」を大切に 
日頃から技能五輪活動へご支援頂き誠にありがとうござい
ます。昨年の全国大会にて入賞した選手２名は訓練を卒業
し、新入社員を迎え新たな体制にて今期の訓練がスタート 
しました。今年の全国大会からは使 
用するフライス盤も変更となります 
が、選手と共に秋の大会に向け一歩 
一歩計画的に訓練を積み重ねて行き 
たいと考えております。ものづくり 
の素晴らしさを多くの方に見て戴け 
るよう頑張りますので、本年も宜し 
くお願い申し上げます。 

2014年度…新たな挑戦が始まる 新人（児玉選手）参画 
           今年度は 長島君に加え新たに 

           児玉君を迎え2名体制で、再スタ 

           ートいたしました。 

            児玉君は高校在学中からすでに 

           金型技能五輪の訓練をスタートさ 

           せており、やすりがけ作業を直接 

           見ましたが、腰の入れ方が良く期 

           待できます。 長島君は2年目と 

           なるので、是非高い目標(９５点 

           以上)めざし、課題をひとつづつ 

 克服していってください。 

  今年はフライス盤が変更となり2軸同時送りが難しく 

 なります。このため加工時間が30分程度長くなり時間 

 内完成がカギとなります。加工条件改善、動作改善で  

 新たに出た壁を克服してください。 

 全力で挑戦すれば結果は付いてきます！ 

２年目を迎えての抱負 
 長島選手 

 
  初めての全国大会も終わり、先輩達も卒業して 
 一人での挑戦が始まりました。約半年という短い 
 間でしたが両先輩にはとてもお世話になり、自分 

 が甘えていた事を痛感しています。 
  今年は自分自身を鍛え、目標である先輩に追い 

 つけるよう頑張りますので宜しくお願い致します。 

技能五輪にチャレンジ！ 
 児玉選手 

  
   三重県立桑名工業高等学校出身の児玉和輝です。 
 五輪選手としてトップを目指し、日々の練習に励 
 み、努力し、先輩方に早く追いつきたいと思いま 
 す。  金メダルを取ることを目標にチャレンジし 
 ていきますので宜しくお願い致します。 
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